
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中山地区公民館 
伊予市中山町出渕２-138-1 

T E L  967-1111 

F A X  967-1101 

中山町（２月末現在） 

人 口  ２,941 人（-13） 

男性 1,397 人（-5） 

女性 1,544 人（-8） 

世帯数 1,330 戸（-4） 

２月 2４日(日)、恒例の「永木地区ふるさと大会」が永木体育館において盛大に開催されました。 

今回で４２回目を迎える伝統行事。当日は、各分館・各種団体によるカラオケ大会の後、練習を重ね

た永木地区住民による美しい踊りや演奏などが披露されました。趣向を凝らした出し物に、会場からは

拍手や笑い声があふれ、楽しいひと時を過ごしていました。出演者・役員のみなさんお疲れ様でした。 

  ３月３日(日)、野中支館３２名の方が参加し、高知県での研修

を行いました。当日は、天気が心配されましたが、日頃の行い

のおかげか、研修中は、雨に合うことはありませんでした。 

 高知よさこい情報交流館で「よさこい祭り」の歴史や魅力に

触れた後、桂浜を視察するなど、実りある研修が行えました。 

  ３月１０日(日)、成人大学受講生４０名が参加して、

徳島県美馬市脇町へ視察研修に行きました。 

当日は、小雨が降る中、観光ボランティアの方の案内

により「うだつの町並み」を歩きながら、江戸時代から

の歴史的な建造物を見学したり、藍染めや竹人形等の伝

統工芸品に触れたりと充実した研修となりました。 



 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦国時代佐礼谷の階上城にお城がありました。城主は佐川喜三兵衛でした。 

土佐の長曾我部軍が階上城を攻め、戦いが起こりましたが、山が険しくなかなか落城せず、７日７夜間血で真っ

赤に拝鷹川が染まりました。戦いのすさまじさが伺えます。その後、この城に忍びが入り、喜三兵衛が病気で伏せ

ているところを連子から射られ、奥方も火入の灰を投げつけ、長刀を手に抗戦しましたが、とうとう討ち取られま

した。中替地には喜三兵衛のお墓があり地区の人がお祀りをしています。 （中山史談会） 

 

 
中山町に伝わる民話や伝説をご紹介します 

～中山町のむかしばなし～ 

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土 中山保育所入園式

7 日

8 月 小学校入学式

9 火 中学校入学式

10 水 永木支館総会

11 木

12 金 野中老人クラブ総会

13 土

14 日

15 月 中山町文化協会総会

16 火

17 水

18 木 佐礼谷老人クラブ総会

19 金 中山支館総会

20 土

21 日
住民自治されだに総会
永木山四国巡拝

22 月

23 火

24 水

25 木 野中支館総会

26 金 中山老人クラブ連合会総会

27 土

28 日

29 月 昭和の日

30 火 休日

４月の行事予定  
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